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 第１章 自然環境観察員制度について 

１．自然環境観察員の募集 

観察員の募集は「広報さがみはら」（平成 14 年３月１日号）で行いました。

様々な世代の方からご応募を頂き、96 名の方を「相模原市自然環境観察員」

として登録しました。 

 

２．自然環境観察員制度の概要 

 本制度では、「身近な生きもの調査」および「かんきょう学習セミナー」を主

な事業としました。制度の概要は以下のとおりです。 

 

 

①全体テーマ調査 

・すべての観察員さんが対象 

・市内全域約 350 ﾒｯｼｭを観察員

さんで分担して調査 

・調査手引きに沿って調査を実施 

・今年度は春の七草分布調査とセ

ミの鳴き声調査を実施 

②自主テーマ調査 

・観察員さんが自主的に実施 

・エリア、テーマ、時期等自由に設定 

・これまで個人で続けてきた観察記録

や、身のまわりでの目撃情報など 

③専門部会調査 

・観察員さんの中から希望者を募り、

分野別に部会を設置（分野は観察員

さんが決める） 

・今年度は植物調査部会と湧水調査部

会の２部会を設置 

身
近
な
生
き
も
の
調
査 

①かんきよう学習セミナー 

・すべての観察員さんが対象 

・目的は調査の説明や相互交流 

・今年度は３回実施 

 

②リーダー講習会 

・希望する観察員さんが対象 

・目的は平成 15 年度からの自主

的な運営に向けた、企画運営を

お手伝いしていただく人材の育

成 

・今年度は２回実施 

か
ん
き
ょ
う
学
習
セ
ミ
ナ
ー 

ベイシック・コース オプショナル・コース 
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■身近な生きもの調査の目的 

 

 項目 目的 

１ 全体テーマ調査 市内に広く生息・生育している動植物を調査する中

で、身近な自然に目を向け、現状や変化を捉え、意識

の高揚を図るとともに、その大切な自然を監視・保全

していくための基礎資料を継続的に集積することを

目的としています。 

２ 自主テーマ調査 観察員さんの興味・関心や経験などを活かし、「全体

テーマ調査」では捉えにくい、局所的に生息・生育す

る動植物の確認や、一定地域の動植物の生息・生育状

況のデータを集積することを目的としています。 

３ 専門部会調査 自然環境の調査には専門的な知識が必要であったり、

グループで行ったほうが効率的なものが効率的なも

のがあります。専門部会を設置では、興味・関心が共

通していたり、同じような問題意識を持っている方々

が集まり協力し、より高度なデータの集積を目的とし

ています。 
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３．実施内容 

 

（１）身近な生きもの調査 

  調査項目 実施時期 

春の七草分布調査 平成 14 年 4 月 15 日～ 5 月 29 日 １ 全体テーマ 

   調査 セミの鳴き声調査 平成 14 年 7 月 20 日～10 月 22 日 

２ 
自主テーマ調査 

平成 14 年 4 月 15 日 

～平成 15 年 2 月 9 日 

植物調査部会 平成 14 年 ５月 12 日、９月 １日 ３ 
専門部会調査 

湧水調査部会 平成 14 年 12 月 ８日 

 

 

 

（２）かんきょう学習セミナー 

 実施内容 実施日 参加 

者数 

１ 

自然環境観察員制度について 

春の七草分布調査について 

意見交換など 

平成 1４年 4 月 14 日 
71

人 

２ 

セミの鳴き声調査について 

（現地講習会含む） 

意見交換など 

平成 1４年 7 月 21 日 
44

人 

か
ん
き
ょ
う
学
習
セ
ミ
ナ
ー 

３ 

調査結果について 

平成 14 年度事業計画について 

意見交換会など 

平成 15 年２月９日 
28

人 

１ 

＜講義＞田口正男氏（弥栄東高等学校） 

「昆虫を通してみた市街緑地の 

意義や重要性」他 

質疑応答 

平成 1４年 7 月 21 日 
20

人 

リ
ー
ダ
ー
講
習
会 ２ 

＜講義・体験学習＞ 

綿引幸代氏（アリスセンター） 

KJ 法による話のまとめ方を体験学習 

平成 1４年 10 月 2７日 
13

人 

 



 4 

第２章 身近な生きもの調査  

１．全体テーマ調査 

1.1 調査区域とテーマの選定 

 全体テーマ調査では、市内を 500m のメッシュに区分し、観察員さんごと

に担当のメッシュを決め、このメッシュを単位として生きものの分布調査を行

い、調査結果をとりまとめました。 

 図２．１にメッシュの見取り図を示しました。 

 調査テーマについては、相模原市全域で見られる可能性があり、昔から馴染

みがあり比較的同定がしやすく、また種によって生息環境の違いが見られる生

きものを考慮した結果、 

 

○春の訪れを知らせる「春の七草」 

○夏の代表的な昆虫「セミ（セミの鳴き声）」 

 

の２テーマを選びました。 

 

なお、参考資料として図２．１に相模原市の自然環境の概要を示しました。 
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1.2 春の七草分布調査  

 

（１）調査期間  

平成 14 年 4 月 15 日～5 月 29 日 

 

 

（２）調査方法  

 担当のメッシュの中心から半径５０ｍの範囲を歩き、春の七草を探していただ

きました。見つけた春の七草の種類（調査対象種５種：セリ、ナズナ、ハハコグ

サ、ハコベ、コオニタビラコ）や、生育していた環境を記録していただきました。 

 詳しくは、資料編の「１．調査の手引き」を参照してください。 
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（３）調査結果  

 

表２．１ 春の七草確認状況（※１） 

※１：データを再整理したため、かわらばん（資料編）の結果と若干異なります。 

※２：未確認メッシュ数の内、全く春の七草が確認されなかったメッシュは 44

メッシュありました。 

 

 

図２．３ 春の七草確認状況 
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.表 2．２ 春の七草の確認状況（周辺環境） 

※数字は確認箇所数 

 

 

図 2．４ 春の七草の確認状況（周辺環境） 
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（４）まとめ 

調査結果から、春の七草は市内全域に広く生育しており、今でも身近な野草と

いえました。 

春の七草が確認された生育環境は、市街地から森林まで幅広く、種類はハコベ、

ハハコグサ、ナズナが多く確認されました。セリは予想されたように、水田や河

川沿いなど湿った場所での生育が確認されました。 

市街地では人為的管理（草刈り）がなされているためか、予想よりは少なかっ

たという意見が多く寄せられました。その他には、「コオニタビラコは特に種の判

定が難しく、オニタビラコ、ヤブタビラコとの違いが難しかった」、「摘んだ七草

をお粥にして食べたらおいしかった」などのご意見・ご感想をいただきました（詳

しくは資料編の「２．自然観察かわら版」、「３．寄せられたご意見一覧」をご覧

ください）。 
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1.3 セミの鳴き声調査  

 

（１）調査期間  

  ◆セミの分布マップ調査    平成 14 年７月 20 日～10 月 22 日 

  ◆セミの鳴き声カレンダー調査 平成 14 年 7 月 6 日～10 月 25 日 

 

 

（２）調査方法  

  ◆セミの分布マップ調査  

担当のメッシュの中心から半径５０ｍの範囲内を歩き、セミの鳴き声、抜

け殻、生体または死体などから、セミの生息を確認していただきました。見

つけたセミについて、種類や周辺の環境を記録していただきました。    

 

◆セミの鳴き声カレンダー 

  自宅や職場などの周辺できこえるセミの鳴き声を記録し、セミの鳴き声を

確認した日付、種類を記入していただきました。 

 

詳しくは、資料編の「１．調査の手引き」をご覧ください。 
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（３）調査結果  

 ◆セミの分布マップ調査 

 

表２．３ セミの鳴き声確認状況（※１） 

※１：データを再整理したため、かわらばん（資料編）の結果と若干異なります。 

※２：未確認メッシュ数の内、全くセミが確認されなかったメッシュは 59 メッシュあ

りました。 

図２．６ セミの鳴き声確認状況 
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表２．4 セミの確認状況（確認方法） 

※数字は確認箇所数 

 

 

図２．7 セミの確認状況（確認方法） 
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表２．5 セミの確認状況（とまっていた場所） 

※数字は確認箇所数 

 

 

図２．8 セミの確認状況（とまっていた場所） 
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表２．6 セミの確認状況（周辺環境） 

※確認箇所数 

 

 

図２．9 セミの確認状況（周辺環境） 
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◆セミの鳴き声カレンダー調査 

 

表２．７セミの鳴き声確認状況 

※数字は確認回数 

 

 

 

※線の幅は確認回数の量のイメージ 

 

図２．1１ セミの鳴き声カレンダー 
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図２．1２ ７月～１０月の相模原周辺の天候（参考データ） 

PM

7
月

1
日

7
月

1
5

日

8
月

1
日

8
月

1
5

日

9
月

1
日

9
月

1
5

日

1
0

月
1

日

1
0

月
1

5

AM

あめ

くもり

はれ

0

5

10

15

20

25

30

35

40
℃

0

20

40

60

80

100

120

140

160
㎜

降水量
平均気温

最高気温
最低気温

ｱﾒﾀﾞｽﾃﾞｰﾀ（海老名）



 31 

※確認回数は、その日の調査をする観察員の人数によって変わってきます。例えば、雨の平日より

も晴れた日曜日の方が調査に行く人が多く、確認回数が多い傾向になりますので注意が必要です。 

 

図２．1３セミの鳴き声カレンダー（詳細） 
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（４）まとめ 

◆セミの分布マップ調査 

アブラゼミ、ミンミンゼミは市街地から森林まで、広い範囲で確認されました。

ツクツクボウシやヒグラシは、森林で比較的多く発見されました。また、北上説

で問題のクマゼミは９メッシュ（補足データを含む）で確認されました。全体的

に、セミは市内のいたるところで発見されましたが、相模大野駅周辺や相模原駅

周辺など、高度に市街地化しているところでは確認されませんでした。 

また、「水田や河川敷など、開けた場所ではセミは少なかった」、「夜遅くまで鳴

いているのに驚いた」といったご意見をいただきました。 

 

◆セミの鳴き声カレンダー調査 

今年は各種のセミがほぼ一斉に鳴き始めていました。一番遅くまで鳴き声が確

認されたのはアブラゼミで、確認回数も最も多い種でした。鳴き声カレンダーか

ら、概ねどの種も８月中初旬～中旬に一度ピークをむかえることがわかりました。

さらに確認回数の多い種を比較すると、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボ

ウシの順に、ピークの時期をむかえていることがわかりました。 

ニイニイゼミは、最後に鳴き声を確認した時期が最も早いですが、「他のセミの

大合唱の中で鳴き声がかき消されて確認できなかった」というご意見がありまし

た。その他、「秋になっても鳴いているのに驚いた」、「時刻、気温、天候がセミの

生息状況に関係しているように感じられた」といったご意見をいただきました。 
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２．自主テーマ調査 

2.1 自主テーマ調査の目的・実施方法 

自然環境には地域差があるので、局地的に生育・生息する種などは市内全

域を対象とした調査に適さないものも多く、また、観察員さんの興味・関心

や経験などにも個人差が見られます。さらに、季節毎に行う「全体テーマ調

査」だけでは、市内の自然環境を評価するには不十分であるため、自主テー

マによる調査を導入することにより、より多くのデータの集積を目的として

います。 

テーマの選択、実施方法、調査時期は、観察員さん自身に設定していただ

き、年間を通して調査を実施していただきした。 

 

お寄せいただいた自主テーマ調査票 
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2.2 自主テーマ調査の紹介 

３月１４日現在で、観察員さんから２４の自主テーマ調査の調査結果を送

っていただきました（表２．８）。 

「自宅の周辺」、「○○公園内」といった調査対象地域を絞った調査、「つる

性の植物」のように形態で絞った調査、前年度の調査手法を用いたツバメの

巣の調査、植生調査など、様々な視点や手法による自主テーマ調査があり、

写真や図を盛り込んで、わかりやすく結果がまとめられていました。 

35頁･36頁に送っていただいた自主テーマ調査をいくつかご紹介します。 

 

表２．８ 自主テーマ一覧 

分類 調査者（敬称略） 調査日 主な調査地 自主テーマタイトル

1

植物

西田和子
平成12年8月2日
      ～平成14年10月3日

木もれびの森

＜木もれびの森　植生調査＞
・植樹地
・萌芽実験皆伐地
・ヒガンバナとキツネノカミソリ
・珍しい木

2 川崎香代
平成14年3月28日、
4月1日、3日、10日、16日、28日

滝
堀の内周辺

＜関東タンポポ＞

3 澤登久子 平成14年4月21日 境川他 ＜ギョイコウ、センニンソウに似た花？など＞

4 横木初美 平成14年5月 東大沼 ＜平地樹林内の有毒植物と山菜＞

5 川崎香代 平成14年5月～12月 田名近辺 ＜つる植物＞

6 櫻木博史 平成14年5月1日
相模原

中央緑地
＜相模中央緑地内に自生する
　　　　　　　植物の開花日の調査＞

7 高橋孝子 平成14年5月1日～10月15日 東大沼 ＜家のぐるりの草たち＞

8 川崎香代 平成14年5月15日 （愛川町小沢） ＜めずらしい花＞

9 川村悦子
平成14年5月17日、
　　　　　6月14日、9月12日

鵜野森
＜鵜の森グランドとグリーンハイツ住宅地の
　　　　　　　　緩衝林・広場などの植生調査＞

10 関三郎 平成14年5月18日
メッシュ№

Ｐ１６
＜最近見かけなくなった植物
　　　（ヒトリシズカ、ホタルブクロなど）＞

11 山崎福江 平成14年5月20日 相模大野 ＜コオニタビラコ（ほとけのざ）＞

12
安孫子洋子
山田こずゑ

平成14年6月8日・29日
相模原

市役所周辺
＜車の往来が多い街中の
　　　花壇で見つけた初夏の草花＞

13 関三郎 平成14年8月～10月 道保川 ＜道保川沿いのセイタカアワダチソウ＞

14 川崎香代 平成15年2月8日 ー ＜香りの植物＞

15

鳥

折笠良子 平成14年6月16日
県立相模原

球場
＜県立相模原球場における
　イワツバメ、ヒメアマツバメの巣の調査＞

16 折笠良子 平成14年6月16日 青葉一丁目 ＜町内におけるツバメの巣の分布調査＞

17 川崎香代 平成14年5月29日～7月8日 田名 ＜ツバメの巣分布再調査＞

18 小林義博 平成14年4月29日 道保川公園 ＜水の環境＞

19 小林義博 平成14年8月4日
相模川

三段の滝広場
＜自然観察（水辺の生き物）＞

20 中川博 平成14年11月19日
境川

親水広場
＜境川・親水広場　確認された水生生物＞

21

昆虫

黒田徹夫
平成12年5月19日、
平成14年4月2日、5日

望地河原
田名団地公園

＜ナナホシテントウの羽化＞

22 川崎香代 平成14年9月5日 望地 ＜フクラスズメの幼虫大発生＞

23

その他

黒田徹夫 平成14年１月～12月 望地

＜2002年の望地河原の仲間たち＞
・草花・樹花の開花観察記録
・野鳥の観察記録
・昆虫の観察記録
・その他の観察記録

24 田口常利 平成14年5月3日、8月3日 千代田 ＜たんぽぽ・つばめ＞

※平成15年3月14日現在

水辺の
生き物
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＜香りの植物＞（写真上）       ＜つる植物＞（調査票） 

川崎香代氏 

＜車の往来が多い街中の花壇で

見つけた初夏の草花＞ 

安孫子洋子氏・山田こずゑ氏 

＜木もれびの森植生調査（珍しい木）＞ 

      西田和子氏 



 36 

 

  

 

 

 

 

 

＜町内における 

 ツバメの巣の分布調査＞ 

折笠良子氏 

＜望地河原の仲間たち（昆虫）＞ 

黒田徹夫氏 

＜境川・親水広場 

確認された水生生物＞ 

中川博氏 
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３．専門部会調査 

 

3.1 専門部会の設置 

平成 13 年度にスタートした「相模原市自然環境観察員制度」も、2 年目を

迎えるにあたり活動の拡充を検討しました。 

自然環境の調査には、専門的な知識が必要なものや、グループで行ったほう

が効率的なものがあります。また、共通テーマによる調査だけではいわゆる稀

少種などの特定の地域のみに生息・生育するもののデータが得にくいため、興

味・関心が共通していたり、同じような問題意識を持っている方々がまとまっ

て様々な活動をする中で、より専門的な活動が図れるよう専門部会を設置する

ことといたしました。 

平成 14 年度は、手始めに、観察員の中ですでに専門的に活動されている方

がいた植物関係と市の環境基本計画に基づく施策の一つとして実施する湧水

関係の２つの専門部会を設置しました。 

 

3.2 植物調査部会 

（１）設置目的 

植物には限られた地域に生育しているものや同定が難しいものなどがあるため、

従来の全体調査だけで必要なデータを得ることは困難です。また、「相模原市自然

環境基礎調査」で得られた稀少種のデータを活かし現況を確認することは、今後

の保全策を検討する上で非常に重要です。 

そのため、植物に関心を持つ観察員が協力し合い、本市の貴重な植物の調査を

行うため、植物調査部会を設置しました。 
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（２）活動報告 

ア 第１回植物調査部会 

(ア) 形 式  会 議 

(イ) 日 時  平成 14 年 5 月 12 日（日）午前 10 時００分 

～午後１２時００分 

(ウ) 場 所  市立博物館実習実験室 

(エ) 参加者  観察員 20 人、事務局 内田、若林 

(オ) まとめ  ・今回の会議をもって植物調査部会の設置とする。 

・手始めに自分が普段活動しているフィールドにおいて、

発見した希少種を中心とした調査データを事務局へ報

告する。 

・地域別のグループをつくるに当たり、過去に希少種が発

見されている代表的な 5 地点を選び、参加者の希望を聞

いた。 

 【結果】複数回答可 

             ・木もれびの森      11 

             ・道保川公園とその周辺  15 

             ・境川（道正山付近）    6 

             ・大島地域         3 

             ・相模川三段の滝付近    4 

 

イ 第２回植物調査部会 

(ア) 形 式  観察会 

(イ) 日 時  平成 14 年 9 月 1 日（日）午前 9 時 30 分 

～午前 11 時 30 分 

(ウ) 場 所  上鶴間道正山地区 

(エ) 講 師  秋山主任（市立博物館） 

(オ) 参加者  観察員１０人、博物館実習生３人、事務局 内田、若林 

(カ) 経 過  上鶴間高校に集合し、その後、旧河道を利用した公園に移

動し、日程等の説明を行った。 

           観察会では、講師が植物を手に取り説明をする形式では

なく、参加者がそれぞれテーマを決めて参加し、そのお手

伝いを講師がするような形式で進められた。 

          最後に、まとめを行い解散した。 

(キ) まとめ  今回の観察会では、植物調査の進め方を中心に学習したの

で、いわゆる、希少種のようなものは発見できなかったが、

調査活動を進める上では、たいへん有意義であった。 
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ウ 第３回植物調査部会 

(ア) 形 式  観察会 

(イ) 日 時  平成 14 年 12 月 8 日（日）午前 10 時００分 

～午後１２時００分 

(ウ) 場 所  市立大野中公民館大会議室 

(エ) 参加者  観察員 6 人、事務局 内田、若林 

(オ) まとめ  今年度行った会議と観察会の内容について確認を行った

後、次年度の活動について、話し合った。 

          主な意見としては、園芸種の拡大状況の調査や最近見か

けなくなった種の分布調査、その他、部会委員同士で自分

のフィールドを案内するような観察会の開催などが挙げら

れた。 

 

 エ 部会報の発行 

    5 月と 9 月に部会報を発行した。 
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3.3 湧水調査部会 

（1）設置目的 

相模川をはじめとする河川と段丘崖に点在する湧水は、本市の代表的な自然環

境といえます。河川や湧水の水質・水量を維持し、生態系の保全を図りながら、

将来世代に豊な水辺を引き継ぐことは我々の責務です。 

そのため、相模原市環境基本計画においては、湧水保全対策として、重点施策

に「自然環境観察員と連携して、湧水の監視を行います。」という取り組みを掲げ

ました。この取り組みを推し進め、湧水の継続的な調査を実施するため、湧水調

査部会を設置しました。 

 

（２）調査概要 

湧水調査部会では、市が平成 10 年度に実施した「相模原市自然環境基礎調査」

の湧水調査において、詳細調査を行った市内 30 地点の湧水を対象に、その現況

を調査し変化を捉え、今後の保全策を検討する資料を提供します。 

 

 

詳細調査地点の選定 

 

 相模原市の地形は、「相模原台地」と「相模川低地」の２つに大きく分けられる。 

 このうち、台地はローム層が厚いため地下水位も低く、湧水の噴出はほとんど見

られない。一方、相模川に並行して、段丘崖は２段に分けられる。この段丘崖には

良好な斜面林が残されており、湧水も多数保全されている。このため、調査地点は、

今後の湧水の保全が必要と考えられる相模川の段丘崖に見られる湧水の中から、湧

水量や周辺環境、地域のバランスを考慮して選定した。詳細調査地点は、予備踏査

の結果を考慮し、30 地点を選定した。 

 

出典：「相模原市自然環境基礎調査 報告書」（平成 13 年・相模原市） 
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（３） 調査方法 

調査方法については、調査結果の比較が容易にできるよう自然環境基礎調査の

調査方法にできる限り近づけることとしました。主な変更点は、自然環境基礎調

査で行った BOD の調査は結果が判明するまでに時間がかかり市民参加での調査

には適さないため、COD に置き換えました。 

 

概 要 

項 目 湧水調査部会調査 

（平成 14 年度～） 

自然環境基礎調査 

（平成 10 年度） 

１ 調査時期 豊水期（9 月下旬）と渇水期（1 月下旬）の年２回 

２ 調査箇所 30 箇所を 1 年で実施。 30 箇所を 1 年で実施。 

３ 水質調査 

(1) 水質調査項目 

 ①水温 

 ②溶存酸素量（DO） 

 ③水素イオン濃度（pH） 

 ④電気伝導率（EC） 

 ⑤化学的酸素要求量（COD） 

 ⑥湧水量 

(1) 水質調査項目 

①水温 

②溶存酸素量（DO） 

③水素イオン濃度（pH） 

④電気伝導率（EC） 

⑤生物化学的酸素要求量（BOD） 

⑥湧水量 

４ 植物調査 

(1) 時期 

豊水期調査及び渇水期調査と

同期日。 

(2) 方 法 

湧水周辺の植物について、成育

種の確認、群落の大きさ、生育状

況などを記録した。 

(1) 時 期 

夏期植生調査時に実施。 

(2) 方 法 

湧水周辺の植物について、成育

種の確認、群落の大きさ、生育状

況などを記録した。 

５ 水生生物

調査 

(1) 時 期 

豊水期調査及び渇水期調査と同

期日。 

(2) 方 法 

湧水地及びこれに続く水路、湿

性地を対象として水生動物の確認

を行う。（定量時間 30 分程度の任

意採集する。） 

(1) 時 期 

豊水期調査と同期日。 

(2) 方 法 

湧水地及びこれに続く水路、湿

性地を対象として水生動物の確認

を行った。（サーバーネット及びタ

モ網を用い、定量時間 30 分の任

意採集した。） 
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（４）活動報告 

 ア 第１回湧水調査（豊水期） 

(ア) 日 時  平成 14 年 9 月 29 日（日） 午前 9 時 30 分 

～午後 3 時 30 分 

(イ) 場 所  横山丘陵緑地（日金沢上地区）からフィッシングパーク下

まで（姥川・道保川沿いの湧水 8 地点） 

(ウ) 参加者  観察員 21 人、事務局 内田、若林、小林 

(エ) 結 果  参加者 21 人を「水質調査班」、「植物調査班」、「水生生物

調査班」の 3 班に分け定められた調査方法に従い調査を行

った。 

 

イ 第２回湧水調査（渇水期） 

(ア) 日 時  平成 15 年 1 月 26 日（日） 午前 9 時 30 分 

～午後 3 時 30 分 

(イ) 場 所  同 上 

(ウ) 参加者  観察員 12 人、事務局 内田、若林、山口、小林 

(エ) 結 果  参加者 12 人を 2 班に分け、横山公園と相模原麻溝公園か

らスタートし、「水質調査」を中心に「植物調査」、「水生

生物調査」を組み合わせて、それぞれ 4 箇所づつ行った。

調査は午前中に終え、午後は陽光台公民館でまとめを行っ

た。 

 

ウ 部会報の発行 

    10 月と 1 月に部会報を発行した。 

 

（４）調査結果（地点評価） 

№ 名 称 湧水量 水質 植生環境 水生動物相 管理 総評 変化 

1 横山丘陵公園 Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ａ △  

2 横山丘陵緑地下 Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ Ｃ △  

3 道保川公園内 Ｄ Ａ Ａ Ｂ Ａ ○  

4 道保川公園下 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ ○  

5 十二天神社横 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ ◎  

6 相模原浄水場下 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ ◎  

7 フィッシングパーク上 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｃ △  

8 フィッシングパーク下 Ａ Ａ Ｃ Ａ Ｃ △  
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第３章 かんきょう学習セミナー  

１．かんきょう学習セミナー 

1.1 第 1 回かんきょう学習セミナー 

 

日 時：平成 14 年４月 14 日（日曜日） 午前９時 30 分 

～午前 11 時 45 分 

場 所：相模原市総合学習センター大会議室 

参加者：７１名 

 

（１）次第 

 １あいさつ 

 ２議題 

（１） 自然環境観察員制度について 

（２） 第 1 回身近な生きもの調査について 

（３） 自主テーマ調査について 

（４） 専門部会調査について 

（５） その他 

 

（２）概要 

 ①自然環境観察員制度について 

本制度の目的や意義などについて、相模原市から説明しました。 

 ②第 1 回身近な生きもの調査について 

まず、各人が調査を担当するメッシュを確認、調整を行いました。その

後、調査の手引きにそって調査方法の説明、質疑応答を行いました。春の

七草の見本を実際にみて、間違えやすい種との見分け方を説明しました。 

調査の手引きは資料編の「１．調査の手引き」に掲載しました。 

③自主テーマ調査について 

自主テーマ調査の用紙を配布し、自主テーマ調査の目的について相模原

市から説明しました。 

④部会の設置について 

部会の目的や設置・運営について相模原市

から説明しました。２つほどの専門部会を想

定していますが、その内の一つは、環境基本

計画に関連する湧水の調査部会となりました。 

 

 

 
春の七草の見本を前に、

熱心に特徴を観察↑ 
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1.2 第 2 回かんきょう学習セミナー 

 

日 時：平成 14 年 7 月 21 日（日曜日） 午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 

場 所：市立総合水泳場会議室 

参加者：44 名 

 

（１）次第 

１あいさつ 

２議題 

（１）セミの鳴き声調査の説明・質疑応答 

（２）野外講習・質疑応答 

 

（２）概要 

①セミの鳴き声調査の説明・質疑応答 

  セミの鳴き声調査の方法について、まず屋内でセミに関する資料（セミの

鳴き声録音テープ、セミの抜け殻等）を用いてセミの見分け方を説明、質疑

応答を行いました。 

   調査の手引きは資料編の「１．調査の手引き」に掲載しました。 

 

②セミの鳴き声調査の野外講習・質疑応答 

  横山公園内を一周し、セミの鳴き声の確認や、抜け殻の確認を行いました。

野外講習中、セミの幼虫が出てくる穴を発見することができました。野外講

習終了後、屋内で全体についての質疑応答を行いました。 

 

 

 

セミの抜け殻を発見！ 穴からでてくる 

セミの幼虫発見！ 
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1.3 第 3 回かんきょう学習セミナー 

 

日 時：平成 15 年 2 月 9 日（日曜日） 午前 9 時 30 分～午前 11 時 45 分 

場 所：相模原市総合学習センター 

参加者：28 名 

 

（１）次第 

１あいさつ 

２議題 

（１）平成 14 年度調査結果について 

１） 全体調査結果報告・質疑応答 

２） 専門部会調査結果報告・質疑応答 

（２）自主テーマについて 

（３）平成 15 年度に向けて 

   （４）質疑応答 

 

（２）概要 

①全体調査結果報告・質疑応答 

春の七草分布調査とセミの鳴き声調査の結果についてご報告しました。

説明に用いた資料は、本編第２章に掲載されています。 

②専門部会調査結果報告・質疑応答 

湧水調査部会と、植物専門部会の調査結果報告と、来年度の調査予定につ

いて説明しました。 

③自主テーマ調査について 

自主テーマの調査項目を紹介しました。自主テーマ調査票を休憩時間に

観察員さんに閲覧していただきました。 

④平成 15 年度に向けて 

平成 15 年度の全体テーマ調査について、観察員さんから活発なご意見

が出されました。最終的には採決の結果、平成 15 年度の全体調査テーマは、

野鳥と帰化植物を中心に検討することになりました。 

. 
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２．リーダー講習会  

◆リーダー講習会について 

 リーダー講習会は、平成１５年度からの自主的な運営への移行に向け、

その気運を高め、企画・運営までのお手伝いを頂く人材の発掘を目的に、

今年度、２回開催しました。 

 

2.1 第１回リーダー講習会 

日 時：平成 14 年 7 月 21 日（日曜日） 午後 1 時 00 分～午後４時 00 分 

場 所：市立総合水泳場会議室 

参加者：20 名 

 

（１）次第 

１あいさつ 

２本日の趣旨について説明 

３アイスブレイキング 

４グループディスカッション 

５講義 

６質疑応答 

 

（２）概要 

①アイスブレイキング 

出席者の自己紹介を兼ね、緊張を解き和やかな雰囲気にするための簡単

なゲーム「はじめまして」を実施しました。 

②グループディスカッション 

インタビューの結果をもとに、参加者全員で、相模原市の自然環境の特

徴についてディスカッションをしました。 

③講義 

ディスカッションをふまえて、弥栄東高等学校の田口正男教諭に「昆虫

についての基礎知識」や「昆虫を通してみた市街地の緑地の意義や重要性」

について講義していただきました。  

 

田口正男氏による講義→ 
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2.2 第２回リーダー講習会 

日 時：平成 14 年 10 月 27 日（日曜日） 午前 10 時００分 

～午後１２時００分 

場 所：相模原市総合学習センター セミナールーム 

参加者：13 名 

 

（１）次第 

１あいさつ 

２本日の趣旨について説明 

３アイスブレイキング 

４講義 

５ワークショップ 

６質疑応答 

 

（２）概要 

①アイスブレイキング 

出席者の自己紹介を兼ね、緊張を解き和やかな雰囲気にするための簡単

なゲーム「私の趣味」を実施しました。 

 

②講義・ワークショップ 

綿引幸代氏（特定非営利活動法人まちづくり情報センターかながわ「ア

リスセンター」）を講師としてお招きし、「今後、この会で何をやりたいか。

どのような活動にしたいか」をテーマに、話し合いを上手に進める方法（KJ

法）を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＪ法による話し合いの

まとめ方を体験→ 
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第４章 企画会議 

１．企画会議 

1.1 第１回企画会議 

 

日 時：平成 14 年 12 月８日（日曜日） 午後１時００分～午後３時 30 分 

場 所：大野中公民館大会議室 

参加者：１７名 

内 容：平成 15 年度の調査テーマの話し合い 

 

 

２．企画会議 

1.2 第２回企画会議 

 

日 時：平成 15 年３月 23 日（日曜日） 午前９時 30～午前 11 時 45 分 

場 所：職員研修所中研修室 

参加者：１８名 

内 容：野鳥の調査の実施方法について 

    平成 15 年度の調査区域の割付けについて 

 

 

 

 

 


























































































